
上田銀綜導門學校同窓脅報第十一號　　　　　117

麗の軟化病と微粒子楡出の難易
　　’

佐　藤　利　一
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　　　　一　　從來の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　二　試験の方法
　　　　　　　供試材料
　　　　　　　試　　験　　匪

　　　　　　　甲　軟化病に關する試瞼　　　　　　　1

，　　　　　　乙腐放に關する試験
　　　　　　　鏡　　検　　法　，　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　三　試験の成績
　　　　　　甲軟化病に關する試験
　　　　　　乙　腐敗に關する試験

　　　　　　　鏡検の成績
　　　　　　　甲軟化病に關する試験　　　　，

　　　　　　乙腐敗に關する試瞼
　　　　　四　総　　　　摺

緒『　　言

　獄の軟化病は獄児．蜥及び蛾の時f黛に螢生するものなるが通常獄

兇の時代に最も多く獲病し蛾の時代之1ヲ次ぎ蛸の時代には最も勘し

此等螢病の傷含に微粒子槍出上如何なる關係を有す（ミきかを知らん

yeするが本試験の目的なり。

　獄の軟化病は細菌の寄生繁殖に因る疾病にして病獄の麗死後は多

くは間もなく軟化腐欄するものなり。此絡局は一般の腐敗現象に類

似するを以て獄体の腐敗ご微粒子槍出の難易この關係に就ても併せ

て試験する二ご5せり。　　　　　　　　．　　　tt．

　　　一一一・A・從來の研究

軟化病獄に就て微粒子楡出の難易を知らんごする日的を以て試験
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しだる研究は從來殆んこなしご云ふて可な1）。只三谷賢三郎氏が載

兜の微粒子漁査法に就ての一一研究（慧業新報第三百六十七號卸ち大

正十三年一一月號）に於て十一試験囁の中一躍（供試獄児十頭）がバチ

ルス．カピラセアスご呼ぷ細菌を獄兇に澄射して敗血症を起さしめ

三日後に櫨査せしものあるに過ぎす。此細菌注射三日後槍査囁を該

試駒着手當日槍査したる樹照随に比すれば前後四回の試験に於て三

四は微粒子瞼出数が少けれこも一回が特に多かりしため其季均に於

ては甥照慨よりも稽多し．三谷氏は此現象を目して燧兇に敗血猛を

起さしむる細菌を淫射し屍体が軟化腐欄したる後之を磨確鏡検した

るものは微粒子の強出数を少しく増加するも其差は極めて少く而し

て親野には細菌が多数現はれ叉其他の維物も存して鏡瞼を至難なら

しめ獄体強査上却つて不良の影響ありこなせり。

　獄体を腐敗せしめ73る後に微粒子を槍出する方法に就て試瞼した

る成績は左の二三あり。

　茂呂藏一郎氏は微粒子病豫知法の研究（太日本慧緯會報第三百十

一號邸ち大正六年十二月號及第三百十三號帥ち大正七年二月號）こ

して蟻体及び脱皮に於ける微粒子の検出を試み．蜥体楡査の一一方法

こして蜥を小刀にて切断殺鐵し之を五日間放置して蜥体の腐敗した

るものを鏡検せり。此臓は磨砕が極めて容易にして鏡槍の折に税野

に多藪の細菌及び微細なる組織の破片を羅め梢鏡｛愈困難なるも脂肪

粒を見る二ご少く。叉微粒子の覗野に現はる、数は乾熱殺蜥鳳線

熟殺蜥囁．生体瞼査嘔．脱皮槍査圃等の各1磁に比して甚だ多く有毒

臨の瞼出最も容易なりき。

　野中惣助氏は熟鷲窒息致死槍査護灘ll促懸瞼査この病毒率比較試

験（大日本穂綜曾報第三百三十九號臼1ち大正九隼四月號）に於て熟獄

一頭づtsを小形の試験管に牧容し其ロ部に木栓を施し之を華氏七十

度乃至九十度の駈に置き未だ螢繭化蛸せざる中三四日にして窒愚致

死せしめ・樹二三日間放置して慧体の腐敗するを待ち然る後微粒子

の有無を鏡槍せり。此薩を磯蛾促進臓の病轟歩合に比較せしに全く

大差なかりき．但し窒息致死睡は登蛾促進臓に比して一視野に現は

窪
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る5微粒子数は稗少き傾向あbき。

　叉三谷賢三郎氏は既に本項に於て記したる翼兇の微粒子機査法に

就ての一研究ご題ずる献瞼に於て十一試瞼薩の中に磨箪三日優瞼奮

踵及び磨確一週間後槍査賊の爾1［1，龍設け多緻の細菌の繁殖せるもの

即ち腐敗せるものに就て病毒率を楡査せしに此等は何れも試験着手

當日強査の劉照轟よりも微粒子の槍とh数少し。帥ち前記茂呂。野中

爾氏の試験成績ご一致せす．然し三谷氏の此試験は同一髄を磨礫當

Il．次に三日後更に一一週間後に鏡櫓したるものにあらざるを場て腐

敗試験ごしては不備たるを菟れす。

　　　　二試瞼の方法

　本試験の目的は既に緒言にて述べたる如く鷲が軟化病に罹bし折

に微粒子瞼出に如何なる影響あるか．叉獄体が腐敗しナこる際に微粒

子槍出上如何なる關係あぐかを知らんこするものにて此目的を逮す

るために次の供献材料を用ゐて左の試験を行へり。

　　　　　　　　供　試料材
　試験に供したる翼は上田羅繰専門學稜に於て大正十二年入月に飼

育したる秋慧。信州飛白ご支四號Sの一代交配種の有毒麗にして．

五齢五日目の折一頭毎に槍査して数の三種に類別せり。

　一。病獄　　二．螢育不可　　三．腰育可

　　　　　　　　試　　瞼　　it”rnt’，lt

　試験麗は慧児に於ては前記三類別．蛾に於ては獄兜時代に於ける

機育不可ご螢冑可この二類別こなし。此等類別毎に各々次の畷を設

けたり。組し蛾体の試験成綾は本稿を草する迄に未だ完結せざbし

を以て此腱には軍に獄5己に封する試瞼のみを記載するこStSせり。

　　　　　　　甲．軟化病に關する試瞼

　イ．標準幅。供試獄兇五十頭を試験着手翌日即ち次の難菌刺植囁

の磨確ご同Hに一頭別に乳鉢に入れて暦確し，各一五蛇の水を加へ

て能く携搾したる後之を鏡槍し。更に一週間後に於て蒸登水分を補

ひ数回掩絆しだる後再度鏡検したるもの。
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　ロ．震菌刺植旺。供試獄兇五十頭に難菌を刺櫨し。翌日其艶死し

たるものを噌頭別に乳鉢に入れて磨砕し．各一，五蝿の水を加へて能

燈絆しセる後鏡楡し更に一週聞後，蒸獲水勢を補ひ再度強鏡したる

もの。

　　　　　　　’乙．腐敗に關する試験

　イ．標準臨。前記軟化病に關する試験の標確囁より有毒慰兇十五

頭を選び．之を最初の一週闘脳紙七十五慶乃至八十五度の所に提

ぎ其後は天然温度の儘放置し．磨確當日．塑日。誌逓間後及び四ケ

月後の四回鏡槍したるものにして。水の添加は羅兇一頭に付一一・五蝿

9Lし蒸獲水分は鏡槍の都度補ひ．爾磨確後は常に灘潤状態に奪胸Zし

めたう。

　ロ．難菌刺植慨゜前記軟化病に關する試験の璽菌刺植冨よb有毒

慧兇十五頭を選び之を右標準嘔ご同檬に威理して四回鏡瞼しナこるも　1
の。

　　　　　　　　鏡　　槍　　法

　既に述べたる如く各一．五蛇の水を加ぺだる磨確獄兜は能く擁捌≧

しナこる後其一滴を藁ガラスの上に取り之に直穫十八ミリメータ鵡の

圓形デツクグラスを覆ひ．液がデツググラスの垂面に行き渡bて過

不足なきを程度こなし．爾其液中に獄兜め大形組織破片を含ましめ’

すしてプレパラートを造れり。而して病轟の有無に就ては十覗野を

鏡槍し．叉微粒子の一視野内に現はるts　X量は五親野を否均して求

むるこご》し．若し微粒子の景が特に多くして其計藪に困難なる協

倉はコ十五隈劃を有する劃度計（クロ秒．ミクVメー一タ1・一一）を顯微鏡

に装置して一親野につき十旺劃内に現はる’）・微粒子激を計箪し．是

より一覗野の面積に現はるbものに換鏡し．同じく五覗野に就て其

ZF均を求めたら。

　一視野の内に現はる5微粒子数を以て其含有量を測定する二ごは

プレパラP一ト作製上に於て人爲的の差異を生じ易きを以て磨砕液内

に含まる、微粒子の絶野量を正確に知るこごは困難なるも實用的結

果を窺ふには敢へて差支なきを陽〔繭記の方法を探用するこξ〉，せ
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り。

　　　　三　試1瞼の成績

　獄兜磨硯液の状熊は次の如し。

　　　　　　　甲。軟化病に關する試験

fi．標準嘔。

　磨確當日．慰兇を共儘磨僻したる糠準隔1ま磨確を充笏丁霧に師毎

も爾且皮鳳　腎壁。絹緯腺等の組織片が全く原形を湘滅’して舜聡を

呈するに到るこごは困難なり。此磨確液は鏡槍の傷舎に親野は略溝

明なれこも可なり多量の脂肪粒が現はれ微粒子の槍出に防害蓬腐る

ものなり。

　騨卒一週間後。磨砕液は構褐黒色を呈し無激の細菌力｛繁殖し．組

織片の獲存するもの殆ど無く全く泥状を呈し。鏡漁上覗野は鮮明な

らざれこも脂肪粒が極めて少く微粒子の槍出は磨礫當日よりも却つ

て容易な・b．

ロ．鑑菌刺植囁。

　躇確當日．本職の獄兇は細菌刺番直後翌朝準に蝿死し赤褐色を呈

して腐嫡し．獄体の磨確極めて容易にして全く泥状こなる．覗野は

鮮明ならざれごも脂肪粒捕少く。且微粒子の分布均　にて其瞼出が

標準畷の磨確當日のものに比し却つて容易なり。

　磨伸一週間後。磨確液は全く泥状を呈し鏡槍上親野は不鮮明なれ

ごも脂肪粒少く微粒子の瞼出容易なb。

　　　　　　　乙。腐敗に關する試験

イ．標ξ鱗彊．病慧・　　し　　一　　　　　．　　　　　　　　　1

　磨礫當既　前記軟艦病じ關する試瞼の標準嘔磨孫當日に等し。

、磨砕翌日．磨陣液は黒禍色を呈し．多敷の細菌が繁殖し輩に数側

掩絆するのみにても隷織の崩壌が除程迄進むものこす．競隙上競野

は稗不濯明なれごも脂肪粒が多少鐡少し微粒子の槍串が前日に比し

て鞘容易なb．

　磨確一週間後。前記軟化病に關する試験の標難嘔磨確憎週聞後に
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等し。

　磨確四ケ月後．腐敗作用が最も完全に行はれ磨碑液は黒色を呈し

鏡検上には磨櫛一週間後のものこ大差なし。

頂．難菌刺植蔽病獄。

　磨確當H．前記軟化病に關する試験の盤菌刺植薩磨檸當旧に等し

　暦確翌日。潔i判夜は全く泥状にして鏡瞼上観野は鮮朋ならざれざ

も脂肪粒が前日’よh．も減じ微粒子の槍出慰易なり。

　磨確一週聞後．前記軟化病に關する試験の盤菌刺植匿磨砕一週間

後に等し。　　　　・
・磨確凶ケ局後。㌦謄イ秦一週間後のもめε大差なし。

　以．上各臨の鏡槍成績は次の如し．

臨・・　甲．軟化病醐する試験　　』

　　　　　騰畿耳書響讐響肇数護菰、

　　　　　　一　　　丁側　　　1－｝u－－’－Ptt“｝一π一＿＿＿　＿－tti　冒　㎜　　　一一
第一類病瀦
　標　準　瞬；，（

磨檸償、日

撫上灘
：（欝1響百

（風寧一廻間後

第二類饗育不可

曜轟浦
（暴II寧遡間後

催灘‘　綿

（農畔一遮間後

第三類凝育可

（麗轟蕩
撫一週聞後

（灘～響窃

r同
、磨礫一週間後

100　　1147

’工00　2000凱上

1002000Pl　L

Ioo　20do以L

68　　962

68　　1240

54　　1090

54　　1269

1◎　357

16　　584

14、　470

14　　496

39101315
　　　　2　21〆27

　　　　3　5　42

　　　　！　7　42

　　1　21　369聖651
　　　　　　　　　　　2　2　6　！5　7　2

1　1　 －　　’14389
1　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　’3　10　9　2

1　　　　　1　　　　　1　1　2　1　1

1　　9　　　　1　　2　1　2『　　1、

2　　1　　　　　　　　　　　1　　　2、1

2　　1　　　　’　　　　　　1　　　2　1

1備考，、表の微粒子救別は一〇がv・－QYJi内，三〇が十一一珍上廿九迄
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　　　を意味し以下之に確牽。　　　　　　　　　　　　　　　　1

　右に依れば有毒歩含は各優を通じて磨礫當口ご磨礁一週聞ごの間

に差なく．第一獺病慰に於ては｛馴‘嘔も盤菌刺植騒も共に整部有毒

第二類登育不可の獄兇に於ては標準臓は六入％。雲菌刺櫨隔は五四

％なるを以て前者が一四％多く．第三類獲育可の獄兇にありては標

準騒は一六％．盤菌刺植睡は一．一四％なるを賜て前者が二％多し。帥

ち第二類ご第三類ごに於て標準隔が盤菌刺植罷よりも有轟歩合が合

計一六％多し。然れども此等爾歴聞に於ける鷲兇の生命の差の極あ

て小なるこご．鏡槍の難易．有轟鐡の徴粒子含有蚤等の關係よう察

すれば以上の有轟渉合の差は除りに大し失ずるものこ認めざるを得

ず。故に此差は恐らく偶然の結果ならん。

　次に有毒獄兇Z群均の一覗野内微粒子数は何れも磨確當FIよbは磨k

砕一週間後の方が多く，其差は標準臨に於て大にして霊菌刺植魔に

於て小なり．而して磨櫛當日に於ては各類を通じで標準厩が璽菌刺

植囁よりも微粒子数が蓬に少けれこも磨確一週間後に於セは此爾睡

間に大差なし。　　　　　　　　　　1　　　　　・　　　　　tt

　次に一一ma野内に現はるts微粒午数別の有毒羅頭数は其配置が第三

類露菌刺櫨匪に於ては磨確欝日のものこ磨砕一週間後のものこが全

く同一一なるも其他は何れの随も磨確當日が磨檸一週罐到後よりも微粒

子少数の所に有毒獄多し．此境象は殊に標難薩に於て明らかにしぞ

鑑菌刺植囁に於ては其差小なり。叉標準匿ご鑑菌刺植畷ごを♪ヒ較ず

れば磨礫當日に於ては其差大にして磨榔一週間後に於ては其盤バ・な

り。此現象は生こして猛体組織の磨櫛状態に關係し。璽菌を刺梅し

ナこるもの及び腐敗せるものは獄体の磨確が完全にて慧体の何れめ部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v；L，　　　・らゆて　Tポ－分に形成せられたる微粒子も磨檸液中に李等に現はる、ためな奪粉

　　　　　　乙．腐敗に關する試瞼

供試病獄各十五頭に於ける微糧子は次の如し。　　　’　　　　、

…調査尋頑［病癒覇『Tabmps…層…㎝葡側「τ〉薇粒子籔琵獄

置拠・　腿蟹塞珊率多・鮪轄弛棚合7竺麟灘・回丁一r・…一一’
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イ療準1磧病盤1
塵　梓　當　　日

勝畔一口後
　　　　　　1
鱒畔一週聞後

騰r“t四ケ月復
畷劇轍，1、病襯i

磨　畔　當　日

磨諦一同後
磨摺｛一週間後

磨確四ケ月後

1、，。　1。。

1．　　1103　　　　　　　　230

1　　　1297　　　　　　　　270

11318－　275

1　　983　　　　　10Q

　1025　　　　　　　、IO4

　1083　　　　　110

　1172　　　　　119

14　　　　　　　0　　．　　　　1

7　　　　　’　7　　　　　　1

6　　　　　　　6　　　　　　3

6　　　　　　　2　　　　　　7

3　　　　　　　12　　　　　　0

5　　　　　　　10　　　　　　0

　　右の表に依れば一覗野内に現はれたる微粒子蜘ま標準臨病獄に於

ては麟翻のものを一〇卵猟1翻鯉日のものはこ三〇（ttて

二倍除の増加を示し．磨礫一週聞後のものは二七〇なるを以て磨醗

翌日のものよりも多少堰加し．叉磨確四ケ月後のものは二七五なる
ノ　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　を以て磨礫一週間後のものこ略同じ。

　叉前回Sの微粒子蜘甑師崩i個の鏡槍に比して微粒轍囎賊

あb喉様観るに購獅は＋弄卿齢の申＋四頭に於て歩融1
　し．～頭は少しb磨確一週間後に於ては磨碑翌日に比して七頭’於

て増加し、七頭は等しく、少き蕩含は一一あt）。磨確四ヶ月後のもの’

　　　　　　　　　　　Ptは磨碑一週間後のもの・S大差なし。

　凱に難刺灘綴に於ては覗野内槻はる轍粒轍は麟
當日ご磨確翌llこの間に僅に四％の差あるに過ぎす6叉磨確戸週間

後は一割．磨砕四ケ月後は約二割増加しあるに過ぎ＄i。

　　叉前回の鏡検に比して微粒子数の増減ありし模様を見るに其墾他

が至つて砂し．自Pち磨砕翌日は磨楴滋1ヨに比、して微粒子数の層加せ

　し場合六．等しき蕩含こ三．鐡ぜし蕩合七にて増減殆んご柏牢す。叉

其後に於ては各前1珂に比して微粒子嶽iの減せ・しものけ無iきも等しき

傷合が最も多し。

　　　四　総　　　括

以上の試鹸成綾を総括すれば大体次の如し。　　　　　　　　L

（一）懲児に露菌（露繭以外の細菌にても獄兇に敗血症を趨さしめ
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て之を軟化腐欄せしむるものは同機の關係にあらん）を接種し敗血

症を起して艶死したる盤見は初期よ1）磨li判亟めて窓易にて磨礫液の

中に於ける微粒子の分布均一なり。鏡喰上視野は鮮明ならざれざも

元來光線の屈折率の強き微粒子の槍出には左程差支なく．而も睨野

に現はるts微粒子数比較的多く．叉脂肪粒比較的砂く要するに微粧

子の槍出が標準随帥ち盤菌を接種せざる獄兇の磨礫當初のものよ1）

却って容易なり。侃し微粒子原鍛のメロントの槍出には不可なb。

蓋しメロントは光線の屈折弱きため識別に困難なる1二璽菌刺植匝は

覗野鮮吻ならざるを以てなり。此槻察は三谷氏のものこ一致せず。

　（二）本試験に於ては盤菌刺櫨の有毒歩合が標準匪のものよbも可

なbi妙かりしも此現象は前樋が鑑菌の有害的作用を受けたる時間の

比較的短かりしこご．鏡槍上覗野に現はるts微粒子歎の比較的多か

りしこご及び微粒子槍出に比較的容易なbしこご等より考ふれば恐

らく偶然の結果なるべしご信す。

　（三）標難薩は磨確當日に之を鏡槍するよbも磨確後撒日放置して

獄体の腐敗したる後に鏡槍する方が磨碑容易にて覗野に現はる5微

粒子数が多く且脂肪粒も紗く。親野が鮮明ならざるにも拘らす微粒

子の槍出容易なり。此点は茂呂．野中雨氏の試験成績ご一致し三谷

氏のものこ相反す。

　獄体の腐敗は華氏入十度前後ならば三H問にして鏡強に適當なる

状態’“eなるべし。

　（四）鑑菌を接種して艶死したる獄見は麗死後一二日後に之を磨確

鏡槍すれば標準罷の磨櫛後三四日間放置したるものに相當し．微粒

子の難易も略同様な6。一

（五）禦鞭及r囑繭刺欄麟1講兇のma3iei’s　一一．　mo間後はイ齢之を歎

ケ月間其儘腐敗状態にて放置するも親野に現はる、微粒子数には殆

んご増賊なく叉微繊子槍出の難易葎度も暑同様なb。されば微粒子

は腐敗状鱒にて数ケ月間之を放置するも其形態を失ふごSなきもの

なり。

　（六）以上の試験成績の磨用に就ては軟化病獄を微粒子槍出に供用



コ26　　　　　上田翻縣謝門雛校同憲轡報辮十一｛醗

して其當時の微粒子病の有無を槍査するには差支なく。叉微粒子槍

出用の獄見は殺獄後腐敗せしめて鏡槍する方微粒子瞼出に容易なり

　附記　　本試瞼郁爲すに當り試鍮材料を供給せら塵れる樋口琢感氏に鋤し蜘こ其

　　　　厚意プレ深謝す
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